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Ⅰ．はじめに

　本稿は，幼稚園教諭である小野と幼児教育
（保育）研究者である鈴木との共同研究を報告
しようとするものである。
　共同研究者の１人，小野（以下，小野保育者
と呼ぶ）は，Ａ幼稚園，３歳児クラス（14名）
の担任となった。そして翌年も，その同じ子ど
もたちの４歳児クラス（22名）を担当した。
　その３歳児クラスの中の１人，あきは，次の
ような子どもである。
　クラスのある子どもが小麦粉粘土を平たく伸
ばし，型抜きで形を切り抜いて遊んでいる。外
遊びから帰ったあきはそれをみて，小麦粉粘土
に手を伸ばす。そして，その子どもが型抜きを

使っているのをみたと思うと，黙って取ってし
まう。取られた子どもは怒って取り返そうとす
る。２人は，型抜きを取り合う。
　小野保育者は，あきがなぜこういう行動をす
るのか，その時その内面でどのようなことを感
じ思っているのか，よく分からない。それゆ
え，保育者としてどのようにかかわっていった
らよいのか，よく分からない。
　小野保育者は，この事態を打開するため，そ
の日のあきの行動を思い出し，その時あきがな
ぜこういう行動をするのか，その内面でどのよ
うなことを感じ思っているのか，捉えようとし
た。そして，その捉えたことを詳しく書いてみ
ることにした。このことを積み重ねることによ
り，少しずつではあるが，あきが内面で感じ
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思っていることに，気づき，理解できるように
なってきた。また，小野保育者は，その日の自
分のかかわりを思い出し，その時自分はあきに
どのようにかかわっていったらよいと考えたの
か，どのようにかかわったのか，そしてそのか
かわりはあきにどう影響したのか，捉えようと
した。そして，その捉えたことを詳しく書いて
みることにした。このことを積み重ねること
により，どのようにかかわっていったらよい
のか，少しずつ考えられるようになってきた。
が，同時に，自分の内面の理解は，また自分の
かかわりは，これでよかったのか，確信がもて
ず悩むということに直面することになった。
　そこで，小野保育者は，鈴木と共同研究を
行った。小野保育者は，自分の保育実践記録
に基づき，あきはなぜこういう行動をするの
か，その時の内面の思いはどのようなものなの
か，自分の理解を話した。また，その内面の理
解に基づき，保育者としてどうかかわっていっ
たらよいと考えたのか，どのようにかかわった
のか，そして，そのかかわりはあきにどう影響
したのか，今自分が確信をもてずに悩んでいる
ことも含めて，話した。鈴木は，小野保育者の
実践記録を読み，また話を聞き，あきは，その
内面でどのように感じ思っているのか，どのよ
うなことをする，どのような子どもであるのか
――共同研究者としての立場からの――鈴木の
理解と考えを述べた。小野保育者は，鈴木との
話し合いを通して，自らの理解とかかわりをさ
らに捉え直し，次の保育実践に生かし，つなげ
ていった。
　本共同研究は，このような研究方法におい
て，実施されている。それゆえ，本共同研究を
報告するにあたって，次のような構成をとりた
い。１．保育者の立場からの，小野保育者によ
る３歳児クラスにおける保育実践記録。２．小
野保育者による４歳児クラスにおける保育実践
記録。３．共同研究者としての立場からの，小
野保育者の３歳児クラス，４歳児クラスにおけ
る保育実践記録を読んでの，あきはどのような
ことをするどのような子どもであるのか，鈴木
の理解と考え。

　「保育者の立場からの小野保育者による３歳
児クラスにおける保育実践記録」については，
既に「保育実践：あきの思いに寄り添って（１）」
において報告している。本稿では，それを受
け，あきの４歳児クラスにおける保育実践記録
を報告する。４歳児クラスにおけるあきについ
て，①小野保育者はあきの内面の思いをどう理
解したのか，保育実践記録を書きまた鈴木と話
と合う中で，あきの内面の理解をどのように捉
え直したのか。②小野保育はあきの内面の理解
に基づき，あきにどのようにかかわっていった
らよいと考えたのか，どのようにかかわったの
か，そして，そのかかわりはあきにどう影響し
たのか，また，保育実践記録を書く中でまた鈴
木と話し合う中で，あきへのかかわりをどのよ
うに捉え直したのか，報告する。

Ⅱ．小野保育者による４歳児クラスにお
ける保育実践記録

11．４歳児　４月初めのあきの様子
　あきは，進級したことに喜びを感じ毎日張り
切って登園してくる。昨年度同じクラスだった
仲良しの男の子を誘って好きな遊びを楽しんで
いる。クラスがわかれてしまったがその男児と
一緒に過ごすことが多く，クラスの友だちへの
関心が薄いように感じられる。私はクラスの友
だちとも遊ぶ機会を増やし，同じクラスの中で
も友だち関係をもっと広げていってほしいと
思っている。
12．【だめなものは，だめ！】
　（友だちに自分の思いをぶつけたが，一人で

遊んでもつまらないと感じる）　４月
　登園後，病院ごっこコーナーの変化に気づい
た３人の女の子達。「うわ一注射や！私は看護
婦さん（なる）」「じゃ私はお母さん」「私は何
になろうかな？看護婦さんしたいな」「いいよ」
と，３人の中で役がスムーズに決まりそれぞれ
が自分のしたい役になり楽しそうに病院ごっこ
遊び始める。そこに雨が降り始め戸外遊びをし
ていたあきが，保育室に戻ってきた。下駄箱に
靴を入れようとしていたが，病院ごっこの新し
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い遊具が目に止まったのかあきは靴をしまわ
ず，あわてた様子で飛び込んできた。そして病
院ごっこコーナーに両手を広げて立ち「だめ！
私がいいというまでさわったらだめ」と叫ぶ。
一人の女の子が「どうして？私たち，遊んでる
のに」と反論。すると「だめなものはだめ！」
と遊具の上に覆いかぶさるあき。３人もどうに
かして遊具を取ろうとするが，あきは取られな
いように手を広げて「とったらいかん!」と叫ぶ。
３人は唖然とした表情であきを見ていたが，す
ぐに「ままごとしょう」とその場を離れていっ
てしまった。その様子を少し離れたところから
見ていた仲良しの男の子が近づいてきて「あき

ちゃんて悪いな」と言う。「なにが悪いんよ？
それより，私と一緒に病院ごっこしようよ」と
男の子を誘う。「いや。ぼくは，せん（しない）」
と男の子はあきの遊びを傍観する。あきは「注
射しましょうか」「お熱は？」と，一人で言い
ながら新しい遊具を一通りさわって一人で病院
ごっこを始める。あきは，自分のすぐ横でまま
ごと遊びをしている３人のほうを横目でちらち
ら見ている（あきの遊びとは対照的に病院ごっ
この横のままごとコーナーでは，楽しそうに遊
ぶ３人の姿が見られる）。あきは，大きなため
息をつくと「ねえ，一緒に遊戯室行ってボール
しよう」とその男の子を誘った。今度は「いい
よ」と男の子はあきを受けれ，二人でボールを
もって遊戯室に走っていった。
 考　察 
○　新しい遊具が目に止まったあきは「早く，

さわりたい！」という気持ちが強かったので
あろう。普段なら靴を下駄箱にきちんと片付
け上靴に履き替えることができるあきだが，
裸足で駆けてきたことからも冷静さをなくし
ていたことがわかる。新しい遊具で遊びたい
という思いをストレートにその場にいた３人
にぶつけてしまったのであろう。言い争いに
なる前に３人の女の子は，あきから離れて
いった。３人とも入園して間もないのであき

とのかかわりはほとんどなく，あきとはお互
いに思いをぶつけ合うまでの関係ではなかっ
たのだろう。

○　この場面にいた５人の子ら（①３人の女の
子②あき③男の子）のそれぞれの思いを探っ
てみる。

　①　３人の女の子は同じ保育所から入園して
きた。幼稚園という新しい環境の中で，３
人で過ごすことで安定し，一緒に遊ぶこと
に心地よさを感じていたのだろう。「お医
者さんごっこ」が「ままごと」に変わって
も３人で過ごすことに意義があったので３
人で遊べる場を移したのではないかと思
う。

　②　あきは，はじめて見る遊具に早く触りた
いという思いが強かった。すなわち，人よ
りも物に意識が向いていた。しかし，遊具
を独占して一人で遊んでみたものの楽しく
なかった。そこで仲良しの男児を病院ごっ
こに誘うが断られる。そして思いをぶつけ
た相手のことが気になりはじめ，近くで遊
ぶ３人の様子を見ていたのだろう。自分の
楽しくない感情とは裏腹に３人は楽しそう
に遊んでいる。３人の姿があきには不思議
に感じられたのかもしれない。３人が楽し
そうにままごと遊びをする様子を見ながら
あきは自分が取った行動を思い返し，居心
地の悪さを感じたのかもしれない。「友だ
ちの思い」と「自分の思い」に何かしら心
が動いたのだろうと推測する。自分の取っ
た行動を振り返るが，それを修復する術は
４歳児にはできないであろう。そんな何か
しらのジレンマを感じながらボール遊びに
友だちを誘う。この男の子もあきの行動が
よくないことを十分に理解しているが，あ

きが気持ちを切り替えようとした時には
「いいよ」と一緒にボールで遊ぶ。あきは
この時，この男の子に支えられたと思う。

　③　男の子は３歳児からあきとほとんど一緒
に過ごしてきた子である。たぶんあきの姿
を見つけて一緒に遊ぼうと来たのだろう。
しかし，遊具の取り合いを見て声をかける
ことができずにいたのだと思う。彼もこれ
までの幼稚園生活の中で「していいこと」

「わるいこと」がわかってきているのだろ
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ピューと走るよ」と得意そうに友だちに話して
いたあきの姿はとてもうれしそうだった。翌日
のこと，同じクラスの女の子が登園してくる姿
を見つけたあきは走って側に行き「鞄，置いた
ら自転車のところにきてな」と誘う。「いいよ」
とその子も朝の身の回りの片づけを終えたらす
ぐに自転車の所に来た。そして，自転車を楽し
そうに乗って遊んでいるあきに向かって「あき

ちゃん，ごまのない自転車乗れんの？私は乗れ
るよ!」と得意そうに言いながら補助車のない
自転車をさっそうと乗り園庭を走る。あきはこ
の一言に闘志満々。それから毎日「私，ごまな
しに絶対に乗る!」と補助なしの自転車に乗っ
て練習を始めた。私が自転車の後ろを持つとバ
ランスが取れるのでうまく走れる。それから毎
日，私はあきの練習に付き合い自転車の後ろに
手を添えて「上手になってきてるよ。もう少し
で一人でも乗れるね」と励ました。「私絶対に
乗れるから」「うまくなったでしょう」「先生，
離してもええよ」と言いながら，転んでも泣か
ずに自分で立ち上がる。バランスが取れずふら
ふらしながらもあきらめることなく毎日毎日，
自転車乗りに挑戦する。
14．【私，自転車うまいやろ！】　５月18日
　ついに，私が後ろで支えなくてもあきは一
人で自転車に乗れるようになった。「私な，め
ちゃ上手にのれるよ！見ててよ」と近くでいる
友だちに次々と声をかけ，園庭を自転車で一回
りして嬉しそうにはしゃぐあき。
　お迎え時，私はあきの母親に毎日がんばって
自転車に挑戦し，今日初めて一人で乗れるよ
うになったことを伝えた。すると，お母さん
は「先生は毎日，あきを見て下さっていたので
すか？あきが，①幼稚園ではだれも自転車を教
えてくれないから毎日一人でがんばっていると
言っていたので，一人でどうやって練習したの
かと思っていたのですが，やっぱり先生が手を
貸してくれてたんですね。『いつも一人ぼっち
でおる』『先生も誰も遊んでくれない』という
ので，この子はクラスではじかれているのかと
心配していました」と話された。

う。この男児の表情から「あきは良くない
ことをしている」と思ったように私には感
じとれた。だからお医者さんごっこに誘わ
れた時に自分はしないと表現したのではな
いかと推測する。もし，男児が病院ごっこ
にすんなりと入って遊びを作りだしていた
とする。そうすればあきは自分を振り返る
こともなく遊具を奪ったことに葛藤するこ
とはなかったかもしれないと想像する。こ
の男の子の言動にも育ちを感じて私は嬉し
かった。

○　私はこの場面を見た当初はあきが取った行
動で相手がどんな思いをしたかを気づかせた
いと思っていた。でも，男の子とあきの会話
やあきのつまらなそうな表情から，彼女なり
に何かを感じたのではないかと考え，あえて
仲裁に入らず見守った。しかし，とっさにし
た私の対応はこれでよかったのかと悩んだ。
子ども達の言動を記録にし，読み返すうちに
上記に書いたように５人の子どもの思いを探
り，やはり見守ったことはよかったと思え
た。これまでもあきは遊具の取り合いで，友
だちとトラブルを起こすことがよくあった。
遊具が手に入ると満足して相手の気持ちを考
えたり，その後のことを気にしたりする様子
は見られなかった。しかし，この事例では自
分が取った行動後の友だちの様子をしきりに
気にしていた。遊具を独り占めできたが，そ
の後にはむなしさを感じたのだろう，大きな
ため息の中には，あきのそんな思いがあるの
ではないかと思う。あきにとって，この経験
が今後の行動や友だちとのかかわりに何かの
変化が見られるのではないかと期待する。
13．【私も絶対に乗れる】（関心のある事象に

何度もかかわろうとする）　５月８日
　あきは，登園後，身のまわりの持ち物の片づ
けを済ますと「先生，自転車乗りに行ってきま
す」と一目散にお気に入りの自転車を取りに
走っていく。最近は自転車遊びに夢中の様子の
あき，一人で自転車遊びを楽しむ姿がよく見ら
れる。昨日，給食を食べながら「私な。すごい
スピートで自転車のれるんで。新幹線みたいに
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 13と14の考　察 
○　仲良しだった男の子とクラスがわかれたこ

とで，同じクラスの中で一緒に遊ぶ友だちが
なかなか見つからなかったあき。一人の女の
子もまた新しいクラスの中では，友だちが見
つからずにいた。その女の子にあきは一緒に
自転車で遊ぼうと誘うようになっていく。二
人は一緒に過ごすことが多くなっていった
が，お互いにいろいろなことで競い合う姿が
よく見られるようになった。二人はライバル
的存在なのだろうか，仲良く遊んでいると思
えば喧嘩別れをしてしまう。お互いに思いを
ストレートにぶつけるのですぐに口げんかに
なってしまうようだ。でも，翌日にはまた一
緒に遊んでいる。あきは自分がうまく自転車
に乗れることを彼女に自慢しようとした。相
手が「すごいな」と認めてくれると思ってい
たら「私はごま（補助なし）なし自転車に乗
れる」と逆に自慢されてしまった。負けず嫌
いで「友だちができることなら自分にできな
いことはない」という前向きな思いがあきに
はある。ライバルの言動が「私も絶対にごま
なし自転車を乗る」という意欲につながった
のだろう。あきのこのような性格を私は当初
マイナス面にとらえていた。しかし「１番に
なりたい，負けるものか」という思いはあき

の原動力で，できないことをやり遂げる力と
なっていることに気づいた。この自転車乗り
であきは「やればできる自分」に気づいたの
ではないかと思う。今後もあきの気性をプラ
スに伸びていけるよう支援していこうと思
う。

○　母親の話を聞き，あきの①の捉え方には驚
いたが「自分一人でやり遂げた」という自信
につながったことはよかったと思う。新しい
学年になってすぐは前年度のクラスの子同士
が寄り添い遊ぶことが多い。あきは「私は自
転車で遊ぶ」「今日は泥団子作りをしよう」
と自分で遊びを見つけ遊ぶことが多かった。
自分のやりたいことがはっきりしているの
で，友だちの遊びにもあまり関心を示さず，
自分の遊びを楽しんでいるようにも見えたが

「みんなと遊びたい」という思いがあり，そ
の寂しさから母親に誰も遊んでくれないと訴
えたのかもしれないと思う。もっとあきの内
面に寄り添っていかなくてはと私自身のかか
わりを反省する。
15．【ねえ，どうやってつくればいいの？】
　（友だちの遊びや活動に関心を持ち，模傲し

て楽しむ）　６月初め
　５月の親子木工教室の後，木工遊びに興味を
持つ子が見られるので，木工コーナーを保育室
前に作った。カンカンと釘と木に格闘する子ど
も達。「キリンみたいやろ」「これはワニに見え
る」と木ぎれで構成遊びが始まる。「本当やな！
ワニみたいや」と子どもの思いを受け止めイ
メージが実現できるように手助けしながら一緒
にする。「先生，Ａ（男児）くんと何しょん？」
とあきがのぞきに来る。あきも木工遊びに誘う
が「私は色水するわ」と自分のしたい遊びをす
る。あきは木工遊びに興味を示し，毎日のぞき
には来るがすぐに色水遊びや泥だんご作りをし
にいく。
　６月になり・・・
　あき　　「Ａ（男児）くん，キリンどうやって

作ったん？これほしいわ。ちょうだ
い？」

　Ａ（男児）「いやじゃ，自分で作ればええやん
か」

　あき　　「えー，でもむずかしそうや。作れ
るかな？」

　　しばらく見ていたが，あきは色水コーナー
に行って遊ぶ。

　翌々日・・・
　木工遊びをしているＡ（男児）の様子を少し
離れたところから見ているあき。しばらくし
て，木ぎれを持ってＡ（男児）の横に座り「ね
え，どうやってつくればいいの？」と小さな声
で聞く。Ａ（男児）もあきを受け入れ，自分の
作ったキリンを手渡して見せながら「頭と首の
木がいるぞ」と材料を一緒に探したり，組み合
わせたりしてキリン作りを二人でする。Ａ（男

児）と同じ材料は見つからなかったが，キリン
になるような木を二人で探し出しては組み立て
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る二人。「これは，小さいで」と，Ａ（男児）が
言うと「うん，ほんだら赤ちゃんキリンにする
わ」と答えるあきの嬉しそうな顔が見られた。
この日から木工遊びに取り組むあきの姿が見ら
れ「キリンの次は飛行機をつくりたい」とＡ（男

児）の作った物を真似て取り組み出した。
 考　察 
○　何事にも自信をもっているあきが自分から

教えてもらったり，友だちに寄り添ったりす
る姿はこれまではあまり見られなかった。Ａ

（男児）が一緒に木を探してくれたり作り方
を教えてくれたりして受け入れてくれる存在
になったことで安定した気持ちになりむずか
しいと感じたことに挑戦してみようという気
持ちになったのではないか。じっくりと自分
に付き合ってくれる友だちがそばにいること
で少しハードルの高いことに挑戦する力にな
るのだろう。じっくりとつき合う相手として
教師や友だちの存在があることが大切だと考
える。

「友だちがしている遊びに興味を持つ」　 　 　 　 　 　 　
 

　

「自分にできるかなと悩む」　　 　 　 　 　 　 　
 

　

「やつてみるがうまくいかない」

「あきらめる」　　　　「じっくりつき合ってくれる相手の存在がある」　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
 

　

　　　　　　　　　　　「もう一度頑張る」　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
 

　

　　　　　　　　　　　「できた」という達成感や喜びが自信となる。

○　子ども達は，いろいろな形の木ぎれの中か
ら目についた物を取り出すうちにイメージが
膨らんでいくようだ。大小，短長，丸，三角
など木ぎれを種類分けしたり，途中の作品を
子ども達の目につきやすいところに置いた
り，釘・ボンド・金槌などの用具の配置を工
夫するなどイメージが広がるような置き方に
変えていった。そうすることで友だちの作品
に目がいったり，友だちのしていることに
興味をもったりするのではないかと考えた。

「○○くん，今日は飛行機を作ってるん？」
「キリンの足ができたんやな」と声をかける
子もいて，クラスの中に木工遊びへの関心が
広がっているように感じられる。

○　新入児が入り，これまでの友だち関係が崩
れ不安定な状態になり一人で遊ぶことが多
かったが，最近はあきから友だちに目を向け
始めたように思う。「作るのって楽しいな」
と，つぶやくあきの表情にこれまでとは違っ

た目の輝きが感じられる。友だちが面白そう
なことをやっている，自分もやってみようと
して自分なりに考えたり試したりする。その
活動の中でできた喜びや楽しさを味わう。そ
うして，また次のことを挑戦してみようとす
る。そんな自分の思いを共感してくれるＡ

（男児）と遊ぶことに心地よさ感じたのだろ
う。友だちと一緒に遊ぶことを楽しみ，相手
の意見を受け入れながら自分のイメージ実現
に取り組む姿が見られるようになってきた。
16．【ええよ。おしえてあげる！】（自分なり

の遊びを誰かに伝えることを喜ぶ）７月
　あきは「Ｂ（女児）ちゃん，おはよう。私な
カメラを作りょんで。カバンしまったらここに
来て」とテラスで登園してくるＢ（女児）やＣ（女

児）に声を掛ける。Ｃ（女児），Ｂ（女児）が木
工のところに来ると，あきは「かなづちはここ
にあります。ボンドはここ。これは釘抜きで釘
を打って。こうやって・・」としゃべりかけな
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がら，釘を抜く動作をして見せる。Ｃ（女児）・
Ｂ（女児）から「そんなこと，知っとるよ」と
言われた。あきは「はいはい。そうだったね。
作り方わからんかったら教えよか」と笑いなが
ら二人に話しかける。Ｃ（女児）は「今，私は
木をさがしょん（探してる）」と言いながら，
Ｂ（女児）と一緒に木ぎれを探す。あきは二人
が選らぼうとする木を見て「それはだめ！」「そ
んな形はちがう」「あっ，その木もいかん」と
言う。①Ｂ（女児）は「あきちゃんはうるさいな」
Ｃ（女児）も「ちょっとだまっとって。うるさ
いな」と言う。あきは「はいはい。ごめんなさ
い」と笑いながら二人についていく。私は，Ｂ

（女児）たちに自分のイメージする木を見つけ
る時間を取らせたいと思い，あきに彼女の作っ
たカメラを手渡し「あきちゃん，このカメラで
Ｃ（女児）ちゃん達を写してあげれば？」と言
葉をかけた。あきは「そうだった。はい，こっ
ち見てパッチリ」と写真を撮る真似をする。す
ると，Ｃ（女児）が「わぁ！カメラや。あきちゃ
んうまいやん」と誉める。あきは「そうやろ。
これは私が一人で考えたんで！上手でしょ」と，
自分が作ったカメラを手にして「○○ちゃん写
真撮るよ。ハイ，パチッ」と言いスキップしな
がら次々と友だちを撮りに行く。それを見てい
たＤ（女児）が「それ，どうやってつくったん？
私も作りたい」とやってきた。「いいよ。教え
てあげる。まず四角い木を探して・・・丸い木
もいるよ。一緒に探そうな」と，嬉しそうにＤ

（女児）と手をつないでスキツプして木エコー
ナーに行くあき。それからＤ（女児）と一緒に
楽しそうにカメラを作る。その後も，おうち・
かたつむりを自分で考えて作り友だちに見せた
り，作り方を教えてあげたりするあきの嬉しそ
うな姿が見られた。
 考　察 
○　「カメラの作り方をだれかに教えたい」と

いうあきの思いに私は気づいていたので，二
人にカメラ作りを提案しようと考えていた。
しかし，Ｃ（女児）もＢ（女児）も自分の思い
をもっている人たちなので，自分でイメージ
を探ることも大切である。二人に時間を取ら

せてあげたと思い，あきにカメラを渡した。
あきがカメラで遊ぶ様子を見て，だれかが

「作ってみたい」という思いをもってくれれ
ばと願いつつ，少しの間二人とあきに距離を
もたせるよう配慮した。

○　Ｃ（女児）とＢ（女児）は，結局はうさぎを
作った。あきは，カメラの材料になる木ぎれ
をイメージしていたのでＣ（女児）たちの手
にした木を次々と否定したようだ。その時点
では，Ｃ（女児）たちは何を作ろうか思案中。
イメージを探っている時にあきにいろいろ言
われ「あきちゃんは，うるさいな」と言った
のだろうと思う。そこには子ども達の思いの
違いがあるが，①の部分の会話を聞いてい
て，ずっと笑顔でＣ（女児）たちに答えてい
たあきの姿に私は少し驚いた。これまでのあ

きであれば「どうして『うるさい』と言わな
いかんの」と二人に怒るであろうが，しかし
今日は上機嫌であった。自分が誘った木工遊
びに二人が来てくれたことが，よほど嬉し
かったのであろう。Ｄ（女児）が「カメラを
作りたい」と来てくれたこともなお嬉しい気
持ちを倍増させたようだ。木工遊びをして感
じた楽しさやおもしろさを友だちに伝えたい
という喜びがあきのスキップをする後ろ姿か
ら感じとれた。

○　キリンや飛行機はＡ（男児）の真似である
が，カメラはあきが考えだしたものなのであ

きにとって大きな意味がある。それを友だち
に認めてもらえたことはあきに大きな喜びで
あったに違いない。あきにとってＤ（女児）

は気になる存在であり，Ｄ（女児）と一緒に
遊びたいという思いをもっているのではない
かと私は考えていた。だから，Ｄ（女児）の
ほうからあきに歩み寄ってきてくれたことが
私もとてもうれしかった。今後も二人が自然
にかかわっていけるような環境作りをしてい
きたいと思う。
17．【私，お医者さんになってもいい？】
　（友だちの思いやイメージを知り遊び仲間を

作ろうとする）　７月
　プール遊びの後，お茶を飲みながら，あきは
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私にプールでワニ歩きをしておもしろかったこ
とや顔に水がかかっても平気だったことなどを
嬉しそうに話していた。その間に保育室では休
息を終えた人たちから，魚釣り，パッチンカー
など思い思いの遊びが始まっていた。あきは

「私も遊んできます！あっそうだ，早明浦ダム
から水をくれたんだよね。明日もプールできる
よね？」と私の方を振り返りながら水筒を片づ
けにいく。（今年の夏は水不足でしばらくプー
ル遊びが中止になっていた。早明浦ダムからの
制限解除になりプール遊びができるようになっ
たことをあきはたいへん喜んでいた。ニュース
を聞いて自分なりに思いを言葉で表現できるあ

きはすごいなと思う）水筒を片つげながら，横
の病院ごっこコーナーが気になる様子のあき。
①そっと病院の入り口ドアに近づき，体を半身
だけドアから出し友だちが遊んでいる様子をし
ばらく見ていた。そこにはＤ（女児）・Ｃ（女児）・
Ｅ（女児）・Ｆ（女児）たちが遊んでいた。
　あきは「よせて」とそっと声をかけた。Ｄ（女

児），Ｃ（女児），Ｅ（女児）が一斉に「いいよ」
と応えたのであきは安堵した表情であった。あ

きは「私，何になろうかな？みんなは何しょ
ん？」ゆっくりと見回して訊ねる。Ｄ（女児）

が「私たち，看護婦さんなんやな」と言う。Ｅ

（女児）とＣ（女児）も顔を見合わせてうなづく。
Ｆ（女児）「私はお母さん，赤ちゃん　熱があ
るの」とだっこしている人形を見せる。あきは
腕組みして「ふ～ん」と，にっこり笑いながら
答える。（あきはきっとお医者さん役になりた
かったので嬉しかったのだろう）あき「じゃ，
お医者さんはいないわけ？それじゃ，私，お医
者さんになってもいい？」Ｄ（女児），Ｆ（女児）

が「ええよ」と答えると，あきは「じゃみんな
にしらせなきゃ」と電話に耳を当て「今日から
病院にお医者さんができましたから，病気の人
はきてください」と，大きな声で回りの子ども
に呼びかける。その声を聞いてＦ（女児）がやっ
て来て「昨日からこの子，熱があるんです」と
赤ちゃんをベッドに寝かせる。あきは「はいは
い，わかりました。これは風邪ですね。注射を
しときますね」ととても嬉しそうに応対をする。

Ｄ（女児）が「注射ですね」と注射器を取ろう
とすると「私がする」とあき。「私は，看護婦
さんなんだから」「私はお医者さんなんだから」
と二人で注射器の取り合いをする。二人とも譲
らない。しばらくその様子を見ていた②Ｃ（女

児）が「ジャンケンしなよ！」と大声を出す。
二人は渋々ジャンケンをしあきが勝った。あき

は嬉しそうに注射をする。Ｄ（女児）も「次は
私に注射させてよ。あきちゃん」と負けたこと
を受け入れる。あき「はいはい，わかったよ」
とにっこり笑いながら答える。
  考　察 
○　これまでのあきであれば，自分のしたいこ

とをすぐ行動にうつしていた。「遊びたいと
思えばその場所に行きすぐに遊び始める」い
う行動パターンが多かった。しかし，この事
例では，あきは友だちの遊びをじっと眺め仲
間に入るタイミングを探していたようだ。自
分のしたい役にすぐになるのでなく自分の思
いを友だちに投げかけ相談していた。①の行
動は「自分も入りたい。でもどうやって遊び
に入ろうか。役決めをどうきりだそうか」な
どあきは心の中で葛藤しながら相手の思いに
寄り添っていたのではないかと思う。友だち
とのかかわり方に少しずつ変化が見られはじ
めたように思う。

○　私はトラブルを見ながらも少し安堵した。
遊びに入ると安心して，いつものあきのペー
スに戻ったのだろう。あきは注射器を譲らな
い，Ｄ（女児）も譲らず争いになったがこの
争いは子どもらしい姿で互いが自分を出せる
関係になっているんだなと思い，私は言葉を
かけず様子を見守った。Ｃ（女児）がトラブ
ルを見かねて②言葉を二人かけた。あきとＤ

（女児）はＣ（女児）の提案のジャンケンを受
けいれ折り合いをつけることができ遊びが続
いていった。この時期の子ども達はまだま
だ，それぞれの思いが強く思いをぶつけ合う
場では，なかなか自分だけでは譲れないこと
も多い。しかし，教師や友だちとのかかわり
の中で，自分を振り返ったり納得したり，気
持ちを切り替えたりする場面もたくさんある
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の姿が見られた。
 考　察 
○　７月中旬頃からあきは友だちのしている遊

びに興味をもち，遊びの中身とともに友だち
への関心も広がっているように感じられる。
最近になり同じクラスの友だちだけでなく，
他のクラスの友だちとも遊ぶ様子が見られ友
だち関係が広がっている。

○　Ｇ（男児）・Ｈ（男児）・Ｉ（女児）の３人の遊
びの中でもルールができていたが，あきが

「旗」を作ることでなおルールが明確になっ
たようだ。①の行動からは，あきが友だちの
遊びをじっと見ながらＧ（男児）達の思いに
寄り添っていたと推測できる。友だちの遊び
を受け入れて自分の遊びのイメージを広げて
いく。そして遊びにはいるタイミングを探っ
ているようだ。「あの人空気を読めない人や
な」という言葉が浮かんだがあきはこの時「空
気を読んでいた」に違いない。このように友
だちとかかわる時に相手の思いを考える機会
をこれからも大切にしていきたいと思う。
19．【Ｊ（男児）くんは私と遊ぶのよ】（気の合

う友だちと一緒に遊ぶことを楽しむ）　１月
　１月になると寒さのためか室内遊びが多くな
り，ままごとコーナーに女子達が集まって遊ん
でいる。そんな中に男の子も入ってくるが，少
し遊ぶと男の子達は他の遊びにいってしまう。
Ｊ（男児）はままごと遊びが好きで，男の子が
自分一人でも気にせずに女の子たちと長い間楽
しそうに遊んでいる。「Ｊ（男児）君，お父さん
になって」「いいよ」「次はお兄ちゃんになって」

「いいよ」など，Ｊ（男児）は友だちの意見をよ
く受け入れ，明るくやさしい。また，ユーモア
があり女の子達からたいへん好かれている。１
月下旬のある日のこと。あきは，こままわし，
カルタあそび，すごろくなどで遊んだ後，まま
ごとコーナーに「よせて」と入ってくる。「私
何になろうかな」と，友だちの役を見極めなが
らつぶやく。お母さんやお姉ちゃん役になって
いる子がいるので，自分は何役になろうかと探
りを入れる様子でしばらく友だちの様子を見て
いる。あきは「私，何になろうかな？」何度か

と思う。これからも友だちの行動を見たり，
相手の言葉を聞きいれたりしながら，自分の
中の思いと折り合いをつけ自分の感情や思い
をコントロールする姿を受け止め認めていき
成長につないでいきたい。
18．【よ一いドン，私がしようか？】
　（友だちの思いやイメージを知り遊び仲間を

作ろうとする）　10月
　①Ｇ（男児）・Ｈ（男児）・Ｉ（女児）が３人でビー
玉ころがしをしている様子をゴールの所に座っ
て，しばらく見ているあき。あきは友だちの
ビー玉がゴールまで転がってくると「○○ちゃ
ん，大成功。やったね」と拍手をする。途中で
ビー玉が落ちると「残念！墜落しちゃったね」
と声をかけたり，ビー玉を拾い友だちに渡して
あげている。
　Ｇ（男児）　　　　「競争しょうよ」
　Ｈ（男児）　　　　「どよんするん？」
　Ｇ（男児） 「みんなで一緒にころがす

んや」
　Ｉ（女児）　　　　「私も入れて」
　Ｇ（男児）・Ｈ（男児）　「いいよ」
　３人が同時に転がそうとするが，なかなかス
タートがそろわない。
　Ｇ（男児） 「みんな早すぎ。いっしょ

にスタートして」
　３人の様子を見ていたあきが「いいこと考え
た！」と製作コーナーに走っていった。
　しばらくして「みんなこれ見て」と，広告紙
で巻き巻き棒を作り，それに白画用紙を四角に
切って旗を作って来たあき。
　あき 「私がよ一いドン言うたら

転がしてよ」
　Ｇ（男児） 「あきちゃん，ええこと考

えたな，すごいやん」
　あき 「そうやろ」と，嬉しそう

に笑う。
　あきの「よ一いドン」の合図に合わせて３人
が一斉にビー玉を転がして遊ぶ。３人のビー玉
がいろいろな動きをするのが，おもしろいよう
で転がる様子を見て歓声をあげていた。あきの
合図に合わせて，繰り返して遊びを楽しむ４人
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れて遊ぶ様子に成長を感じた。Ｋ（女児）も
またすごいと思った。①の言葉からＫ（女児）

は，あきの言動からあきの落胆した思いに気
づいたのだと推測する。ばぶちゃん役になる
しかないことを彼女なりの言葉であきに説明
し納得させようとしていた。３歳児の頃は，
それぞれが自分の思いを譲らないので役割を
相談して決めたり，イメージを共有したりし
て，よりごっこ遊びを楽しむ姿が見られにく
かった。しかし，４歳児になると自分の思い
と相手の思いのズレに気づき，折り合いをつ
けることができ始める。
20．【Ｊ（男児）と二人だけで遊びたい】　２月
　Ｊ（男児）と気が合い，あきはいつも一緒に
遊んでいる。Ｊ（男児）は，誰とでも遊ぶがあ

きから誘われると，二人で楽しそうに過ごして
いる。他の子がＪ（男児）と遊ぼうとすると「Ｊ

（男児）君は私と遊ぶんで。○○ちゃんは他の
子と遊んで」と言う。そんなことが続くと周り
の子が「あきちゃん，なんでそんなこと言うん。
誰とでも遊ばないかんわ」「あきちゃんだけの
Ｊ（男児）君でないやろ」「二人だけで遊ばんと
みんなと遊ばないかんろ」となどと言われ，口
けんかが起こるようになった。
 考　察 
○　１学期の終わりごろから，あきは女の子と

病院ごっこをしたり，泥団子を作ったりして
楽しそうに遊ぶことが多くなり，トラブルも
なくなっていた。２学期になると，友だちの
思いやイメージに気づき遊び仲間を作ろうと
して，友だちとのかかわりがいっそう安定し
てきていたと感じていた。しかし，３学期に
なり「Ｊ（男児）君と遊びたい」という思い
をもつようになったことでまた女の子たちと
トラブルが見られるようになってきた。

○　遊びだすとあきとＪ（男児）の二人だけで
なく，他の子も入ってグループで遊べるのだ
が，最初に誰がＪ（男児）と遊び始めるかで
もめるようだ。ずっと二人だけで遊ぶわけで
もないので，最初からみんなで一緒に遊べば
いいと思うのだが，女の子達の中には，「ま
ずＪ（男児）と一緒に」というこだわりがあ

つぶやく。Ｋ（女児）が「えーと，ばぶちやん（赤
ちゃん役）かな？」と，あきに声を掛ける。あ

きは「えー！ばぶちゃん？」と聞き返す。（きょ
とんとしている様子から，あきはばぶちゃん役
を予想していなかったように私には感じられ
た）しかしあきは否定もしなかった。①Ｋ（女

児）は「うん，お母さんは私やし，お姉ちゃん
はＢ（女児）ちゃんとＥ（女児）ちゃんとＣ（女

児）ちゃんだから，もうばぶちゃんしかないか
な？」と仕方なさそうに答える。あきも「それ
じゃ，ばぶちゃんになるわ」と消極的に答える
が不服そうな表情に見える。Ｊ（男児）は「あ

きちゃん，僕もばぶちゃんやで。ここにきて」
とうれしそうにあきを呼ぶ。あきは「えー？こ
こに寝るの？」（嫌そうな顔である。あきは，
お母さん役になりたかったようだが，後から遊
びに入れてもらうので自分の思いを抑えている
ように私には感じられた）あきは「しょうがな
いな」と呟きながらＪ（男児）の横の布団に寝る。
Ｋ（女児）とＢ（女児）が，ばぶちゃん役の二人
にご飯を食べさせたり布団をかけたり，かいが
いしく世話をやく。Ｊ（男児）の「ばぶー，お
いしいよ」「ばぶ一　ねむたいよ」と赤ちゃん
になりきって遊ぶ様子を見て，あきは大笑いす
る。ばぶちゃん役が嫌だったあきであったが，
Ｊ（男児）と遊ぶうちにいつの間にか機嫌が良
くなり，とても楽しそうに遊んでいた。片付け
の後，あきは「先生，今日な，私なＪ（男児）

君と遊んでめちゃ楽しかったんで」と，ままご
と遊びでの様子を話してくれる。この日から，
あきはＪ（男児）を遊びに誘うようになってい
く。あきは，登園すると，まずＪ（男児）を探
して「一緒に遊ぼう」と，声をかける様子がよ
く見られる。絵本の読み聞かせの時間，お帰り
前の集まりの時など「Ｊ（男児）君，私の横に
来て」と呼び，手をつないで一緒に座る。他の
友だちがＪ（男児）君と一緒にいるのを見つけ
ると「Ｊ（男児）君はこっちです。私と一緒に
遊ぶのよ」と呼びにいき，手をつないで自分の
となりにつれてくる。
 考　察 
○　あきが自分の予想もしなかった役を受け入
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るのかもしれない。このトラブルはすぐに治
まり，さっきまで「私がＪ（男児）と遊ぶ」「い
や私がＪ（男児）君と遊ぶんで」と言い合い
していた子ら同士も，ごっこ遊びで楽しく遊
びだす。「良いこと悪いことを頭ではわかっ
てはいるが，でもやってしまう」というよう
に理性と欲求が混在してしまう。これが４歳
児の発達の姿ではないかと思った。
21．【「吉兆の母親」のようにＪ（男児）の耳元
でささやく】　３月初め
　お帰りの用意をしているＪ（男児）にＣ（女児）

が「幼稚園から帰ったら一緒に遊ぼう?」と話
しかけている。これまでにもＪ（男児）は降園
後に何度かＣ（女児）の家に行ったり，Ｃ（女児）

がＪ（男児）の家に行ったりして，二人でよく
遊んでいたらしい。そんな二人の様子を見てい
たあきは，Ｊ（男児）の横に行き「Ｊ（男児）く
ん，Ｃ（女児）ちゃんと遊んだらいかんよ」と
耳打ちする。
　Ｊ（男児） 「えっ一？どうして」
　あき 「どうしても」
　Ｊ（男児） 「でも，今日は用事もないからＣ

（女児）ちゃんと遊べるんやけど
な」

　あき 「だめ。遊んだらいかんよ」
　Ｊ（男児） 「う一ん，どうして，でも遊べる

んやけどな」と困った様子。
　あき 「『Ｃ（女児）ちゃん遊べんわ』と

言いなよ」とＪ（男児）の耳元で
ささやく

　Ｊ（男児） 「Ｃ（女児）ちゃん。今日遊べんわ」
　Ｃ（女児） 「どうして？」
　あき 「『遊びたくない気分なんや』と

言って」と小さな声で耳打ちする。
　Ｊ（男児） 「遊びたくない気分なんや」
　Ｃ（女児） 「ほんだら，ええわ」と，Ｃ（女児）

は別の友だちに声を掛けに行く。
 考　察 
○　私は３人と話し合うべきか，その場でどう

いえばよいか悩んだが，しばらく間をおいて
からＪ（男児）と話し合った。Ｊ（男児）はＣ

（女児）と遊びたかったが，あきに言われた

ので素直に従ったらしい。Ｊ（男児）には自
分の気持ちを出すように話した。あきともし
ばらく間をおいて話し合った。あきは降園後
あまり友だちの家に行ったことがないよう
だ。あきは園から帰った後，友だちが遊びに
行く約束をしているのを聞いて，うらやまし
く思ったようだ。それで，Ｃ（女児）とＪ（男

児）のことに関与したのかもしれない。そん
なことを言ってはいけないと言うはたやすい
が，あき自身に相手の気持ちに気づいてもら
いたいと思い「あきちゃんも遊びに行きた
かったんだね」と，あきの気持ちに寄り添う
言葉をかけた。
22．【幼稚園でまた遊ぼうな】　３月中頃
　あきとＪ（男児）とＣ（女児）の３人が並んで
座って，テラスでお家の人がお迎えに来るのを
待ちながら泥団子の話をしている。「滑り台の
後ろの土はいい泥団子になるよ」「そうや。ス
コップでこすったらサラサラの土が出たよな」

「少しぱらぱら土をかけて丸めるんでな」と，
３人とも固くて黒い泥団子を作ろうと３月に入
りずっと一緒に遊んでいる。「ちょっと泥団子
を取ってこよう」とＣ（女児）が箱に入れた泥
団子をそっと持ってくる。「じゃ，私も」「僕も」
とあきとＪ（男児）も同じようにそっと泥団子
を持ってきた。３人で大きさ比べが始まった。

「私が大きい」「私のほうが大きい」とあきとＣ

（女児）がお互いに自分の泥団子ほうが大きい
と競い合い，だんだんと声が大きくなる。しば
らく言い争っているが二人とも手にもった泥団
子を壊さないようにそっと持っている姿は優し
い。激しい口調と手の優しさのアンバランスが
おもしろい。Ｊ（男児）が「あきちゃんとＣ（女

児）ちゃんは引き分け」と言う。「ええことい
うなＪ（男児）くんわ」とあきが笑う。「本当や。
引き分けやな」とＣ（女児）も笑い，３人で顔
を見合わせまた笑う。「明日もみんなで泥団子
つくろうな」とＪ（男児）。「うん，一緒に幼稚
園で遊ぼうな」とあきとＣ（女児）が言う。①
あきが「そうやな。ほんだら早くお家に帰って，
ご飯食べて，お風呂に入って寝たら，すぐ明日
や。早く明日にならないかな。楽しみだね」と
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言いながら二人の顔を見て笑う。「ほんまや。
またすぐ明日やな」と二人も応え，また３人で
笑い合う。
 考　察 
○　「黒く石のように固い泥団子を作ろう」と

取り組む子が増えていて，遊びがずっと続い
ている。お互いに出来状況を見せ合ったり，
サラサラの土を見つけた時は知らせ合ったり
しながら友だちと一緒に作ることを楽しんで
いる。泥団子作りは一人で作る遊びであるが
それは３歳児の一人遊びとは違って，友だち
と共有した一人遊びだと思う。同じ目的を
もって遊ぶことを楽しいと感じているのだろ
う。一人で土を丸めながらも友だちと思いが
つながっている。そのつながりが心地よさを
感じさせるのだろう。

○　①のあきの言動から幼稚園で友だちと遊ぶ
ことを楽しみしている様子が感じられてうれ
しかった。①の言葉はあきらしい表現であ
り，子どもらしく魅力的な言葉を表現できる
彼女は人の間の潤滑油のような存在だ。二人
でＪ（男児）を取り合って喧嘩をしていたが
結局は３人とも仲良しなんだと思う。喧嘩を
するのは仲が悪いからではなく，この二人の
ように仲が良いから喧嘩ができるのだろうと
思った。幼稚園から家に帰ろうとする時間
に，また明日一緒に集うことを楽しみにして
いるこの子らの姿に「幼稚園」が子と子の心
をつなぐ役割が担えているなと嬉しくなっ
た。
２年間の保育記録から見えてきた「あき
の育ち」と幼児理解
○　あきは裏表がなく，はっきりと意思表示

ができることは長所でもあるが，自分の思
いのままに行動したり，相手の気持ちに気
づきにくかったりしてトラブルになることが
よく見られた。しかし，園生活の中で友だち
とかかわって遊ぶうち，相手のことを気づか
うようになっていった。自分の思いを一方的
に押し付けるのでなく，友だちの意見を聞こ
うとしたり，一緒に遊びを考えたりする姿が
見られ，人とのかかわりに変化が顕著に見ら

れた。この２年間であきはずいぶんと成長し
た。あきだけでなく，この年齢の子ども達は
友だちとかかわる中で，自分の思いを表現し
たり相手の思いを受け入れたり，いろいろな
感情体験をしながら成長していく。時には，
失敗や試行錯誤，自己主張のぶつかり合い
で，辛い体験や葛藤を味わうこともある。そ
れを乗り越えて他者の気持ちに気づいたり，
友だちと一緒にやり遂げる楽しさを味わった
りして，人とかかわる力を身につけていくの
だろうと思う。

○　自分のしたいことをして思いが通らないと
怒り，悔しければ泣き，嬉しければ喜ぶ。３
歳児は天真爛漫で自分中心で生活をし「今現
在」を過ごしていると思う。しかし，４歳児
になると自分を少し振り返るようになる。自
分の言動で相手が喜んだり怒ったり，時には
泣く，そんな相手を意識するようになり自分
を振り返るようになる。してよいことと悪い
こともわかり始める。しかし，頭の中でわ
かっていてもできないことがある。悪いこと
であるとわかっていてもついしてしまうこと
がある。そんな自分に気づいて自分が嫌にな
り急に泣きだすこともある。４歳児はそんな
時期なのではないかと考える。

○　マスコミなどで「いじめ問題」がよく取り
上げられるせいか，大人は「いじめ」に敏感
になっているように感じる。子どもが登園を
嫌がったり，泣いてお家の人から離れなかっ
たりすると「うちの子は友だちとうまく遊べ
ていますか」「いじめられてはいませんか」
と相談を受けることがある。私は幼稚園では
いじめは見当たらないと考えるが，子どもが

「今日，喧嘩した」「今日，泣いたよ」と話す
と，親としては心配になる気持ちもわかる。
しかし，あきを視点として３，４歳児の園で
の生活の様子を記録に取り，読み返すと喧嘩
は子どもの成長には重要なものであることが
よくわかる。３歳児から仲良く遊べるとした
ら，それこそが問題であると思う。あきの２
年間の育ちには３，４歳児の発達の特性が表
れていると思う。
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○　「遊具を取り上げる，自分だけで友だちや
遊び場を独占してしまう」このようなあきの
言動を表面的に見ていくと「わがまま」と
捉えるかもしれない。「遊具を交替して遊ば
ないといけない」「みんなと仲良く遊ぼうよ」
と，教師が先取りして子どもの行動をよい行
動に導くことはたやすい。教師の言葉は子ど
もにとって力があるのでその場でトラブルは
解決するだろう。しかし，私が大切のしたい
ことは子ども自身に気づかせること。すなわ
ち子ども自身が挫折や葛藤を乗り越えて次の
行動に移れるように見守ることが大切だと考
えた。
保育記録（エピソード記録）を書くこと
の意義
１．幼稚園教育と小学校教育との間にはカリ
キュラムの構成や指導方法に違いがある。

　　小学校のカリキュラムとは，めあてやねら
いが先にあって目的を達成するために編成さ
れる活動のまとまりであると思う。しかし，
幼稚園は，教科書等の学習を中心とする教育
ではなく遊びの中での学びが重視されると考
える。そんな中で教師のかかわりが重要であ
る。

　小学校のカリキュラム
　　めあて・ねらい　→　活動
　幼稚園のカリキュラム
　　子どもの生活（遊び）　→　いかにして人

や物とのかかわりを豊かにしていくか（一
人ひとりに応じた教師の援助が必要）

２．一人ひとりに応じた教師の援助を考えるた
めに必要な保育記録（エピソード記録）

　　子どもとの生活の中では大人の尺度では予
想をしないようなトラブルが起こる。教師は
瞬時に対応を考えなければならないが100％
よいと思える援助などできない。事例12の場
合もそうである。遊具を独占することはいけ
ないことと教えるのも一つの方法かもしれな
い。何も声をかけずに見守ったことはどう
だったか。その時，教師が取った行動がよく
なかったからと言って時間を巻き戻すことは
不可能である。しかし，記録に残し教師自身

の言動と心の動きを字におこし，何度も読み
返すうちにいろいろなものが見えてくる。①
その時点ではわからなった子どもの心　②周
りにいる子らの心の動き　③一人の子の言動
がどう周りに広がっていくか　④教師の言動
がどう子ども達に影響したか，など。

　　集団の中で日々子ども達はさまざまなこと
を学んでいる。子ども達は確実に日々変化を
している存在なのである。そんな時期の子ど
も達に教師の言動がどう子どもたちの中に
入っていくか，それを探るためには日々の保
育記録が必要だ。保育記録は子どもだけのも
のでなく，教師自身の言動を振り返りながら
指導力をつけていくものだと思う。エピソー
ド記録を読み返すたびに気づかされることが
多く，子どもの日々の育ちに感動するのであ
る。その時の教師のかかわりを見つめ直すこ
とで，次の瞬間の教師のかかわり方に変化が
持てる。教師は心のアンテナをたくさん立て
て，いろいろな角度で子どもを見守っていか
なくてはならない。これからもエピソード記
録を取りながら自分自身を振り返ることを続
けたいと思っている。保育記録は子どもを変
えるのでなく，教師自身を変わらせてくれる
ものなのだと思う。
３．エピソード記録を基に共同研究者鈴木との
話し合いの中で見えてきたもの

　　子どもらが集団で遊ぶ中では大なり小なり
のいざこざはよく起こる。そんな時に教師は
ここで子どもらに行動の善悪教えなければ，
規範意識を育てなければと思ってしまう。私
もそうすることが教師の役割だと思ってい
た。幼児のエピソード記録を取り，共同研究
者鈴木との話し合いを重ねる中で私は「教師
が容易に解決策を提案したり仲間関係の調整
を図ったりしてもそれでは子どもの心に届か
ない」ということに気づいていった。事例
12．17のあきのトラブルに私は声を掛けてい
ない。見守っているだけであるがそれは放任
ではない。自分のしたことに向き合う時間を
大切にしあき自身の気づきを大切にしたかっ
たのだ。保育実践記録を書き，何度も読み返
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すうちに「自分の欲求を優先して行動すると，
友だちが遊びを止める，そうするとつまらな
くなる，相手のことが気になる，相手の思い
を探ろうとする，折り合いをつける，また思
いをぶつける」というようなあきの心の揺れ
がよくわかった。そして，それはあき特有の
行動ではなく，3,4歳児の子ども達の発達の
姿であることもわかった。私はあきに遊具を
譲ることを指導するのでなく，心の葛藤を十
分に経験させ自分のしたことに向き合い気持
ちを整理するように見守った。そうする中で
あきは「友と一緒に遊びたい」という友への
関心が育ち，友と一緒に遊んで楽しいという
気持ちを感じるようになっていったと思う。
あきに視点を置いて記録を取っていったが，
周囲の幼児がその時どのようにあきを受け止
めて行動しているか，周りの子らの育ちも見
えてきた。子どもの内面に寄り添うと子ども
の心の揺れが見えてきた。一人ひとりの心の
揺れを受け止め，寄り添い支えていくか，そ
こに私の役割があるのではないかと考えた。
エピソード記録を取る中で，幼稚園での教師
の役割は「教える」というより「心の揺れの
中で子ども自身に気づかせる」ことが大切な
のかもしれないと思うようになった。
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